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一般社団法人福島県｠
空調衛生工事業協会｠

〒960－8021｠
福 島 市 霞 町 ９ － 23｠
（福 島 管 工 事 会 館 ）
電話（024）526－2036｠

発行人 大　内　弘　之

持
続
可
能
な
社
会
実
現
に
寄
与

　
　

空
調
衛
生
設
備
工
事
を
通
じ
て

　
　

地
域
の
復
興
・
創
生
に
協
力
い
た
し
ま
す
。

会
　
員
　
一
　
同

　

通
常
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
で
過
去
２
年
、
書
面
開
催

と
し
て
お
り
、
今
年
度
は
３

年
ぶ
り
の
通
常
開
催
。
会
員

23
人
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
大
内
会
長
が
あ
い

さ
つ
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

や
、
原
油
高
に
起
因
す
る
配

管
等
資
材
価
格
の
上
昇
、
物

流
の
混
乱
に
よ
る
納
期
の
遅

れ
、
不
安
定
な
海
外
情
勢
な

ど
社
会
経
済
を
取
り
巻
く
環

境
の
厳
し
さ
に
触
れ
、「
そ

の
影
響
を
注
視
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ

る
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震

　

２
０
２
１
年
度
の
事
業
、

決
算
報
告
を
承
認
。
22
年
度

の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
の

各
議
案
を
審
議
、決
定
し
た
。

　

改
め
て
「
分
離
発
注
」
の

重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と

し
、
地
球
環
境
問
題
や
担
い

手
確
保
、
生
産
性
向
上
な
ど

の
課
題
を
踏
ま
え
、
重
点
目

標
事
業
に
①
会
員
の
収
益
性

向
上
に
よ
る
経
営
安
定
に
関

す
る
事
業
②
空
調
衛
生
等
設

備
工
事
の
技
術
力
向
上
③
関

係
行
政
機
関
並
び
に
友
好
団

体
と
の
連
携
強
化
④
国
・
県

等
行
政
機
関
並
び
に
議
会
に

対
す
る
、
地
元
業
者
活
用
と

分
離
発
注
等
（
地
産
地
消
）

の
陳
情
、
請
願
⑤
若
年
技
術

者
、
技
能
者
の
確
保
と
育
成

⑥
労
働
安
全
衛
生
の
向
上
を

踏
ま
え
た
環
境
整
備
⑦
協
会

活
動
の
広
報
宣
伝
⑧
ｌ
Ｔ
化

社
会
へ
の
対
応
⑨
社
会
貢
献

⑩
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

へ
の
協
力
⑪
会
員
の
親
睦
⑫

東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力

災
害
か
ら
の
復
興
・
創
生
支

援
の
協
力
⑬
社
会
保
険
加
入

推
進
―
の
13
項
目
を
設
定
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
、
部
門
別
実
施

事
業
を
決
め
た
。〈
２
面
に

執
行
部
体
制
、委
員
会
構
成
〉

災
、
原
子
力
災
害
か
ら
の
第

２
期
復
興
・
創
生
期
間
２
年

目
を
迎
え
、
避
難
地
域
の
再

生
や
風
評
な
ど
、
い
ま
だ
山

積
す
る
課
題
の
一
方
、
拠
点

施
設
等
整
備
の
着
実
な
進
展

を
挙
げ
、「
協
会
と
し
て
こ

れ
ま
で
、
空
調
衛
生
設
備
工

事
業
界
の
地
位
向
上
や
社
会

貢
献
を
目
指
し
て
事
業
を
推

進
し
て
き
た
。
引
き
続
き
適

正
価
格
で
の
受
注
、
発
注
の

平
準
化
、
公
共
工
事
の
継
続

的
な
予
算
確
保
と
入
札
制
度

見
直
し
な
ど
の
意
見
、
要
望

を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

全
産
業
的
に
課
題
と
な
っ
て

い
る
担
い
手
の
確
保
、
定
着

と
、
２
年
後
に
迫
っ
た
改
正

労
働
基
準
法
の
適
用
を
視
野

に
労
働
環
境
改
善
、
生
産
性

向
上
な
ど
魅
力
あ
る
建
設
産

業
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
訴
え
た
。

　

今
後
の
取
り
組
み
の
方
向

性
と
し
て
「
若
い
世
代
が
将

来
に
夢
や
希
望
を
も
っ
て
生

き
生
き
と
活
躍
で
き
る
、
安

全
・
安
心
で
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
福
島
県

は
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
策
定
。
こ
れ
は
わ
れ
わ

れ
建
築
設
備
業
の
使
命
で
も

あ
り
、
省
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
を
駆
使
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
低
炭
素
社
会
の
実
現

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」と
思
い
を
語
っ
た
。

　

当
協
会
は
５
月
24
日
、
福
島
市
の
ザ
・
セ
レ
ク
ト
ン
福
島
で
第
39
回
通
常
総
会
を

開
い
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
・
創
生
支
援
と
と
も
に
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
脱
炭
素
社
会
実
現
へ
の
寄
与
や
、
担
い
手
確
保
の
た
め
の
働
き
方
改
革
の
推
進
、

公
共
事
業
予
算
の
継
続
的
確
保
の
要
望
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
２
０
２
２
年
度
事
業
計

画
を
決
定
し
た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
、
大
内
弘
之
会
長
と
有
賀
行
秀
、

先
崎
良
博
両
副
会
長
を
再
任
。
大
内
体
制
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

‌2022年度の実践スローガン�​

「空調衛生設備工事業の重要性と役割をア
ピールしよう」
「適正な価格での受注と直接発注（分離発
注）運動を推進しよう」
「地球環境保全、省エネルギーやリニュー
アルに積極的に取り組もう」
「再生可能エネルギーを推進し、福島県の
復興・創生に会員一丸となって取り組も
う」

2022年度事業実施細目�​

　第39回通常総会で議決した2022年度事
業の実施細目は次の通り。
‌■会長直轄部門■�​
建築設備産業の活性化を進展させ、適
正な受注活動を推進するため発注機関

との懇談会の開催
広報パンフレットを媒介とする業界イ
メージアップ運動

国、県等行政機関への陳情、請願
会員企業の労働環境整備を図るため、
雇用管理研修会等の開催

社会貢献等事業の実施
福島県総合設備協会の活動及び設備3団
体との連携強化に関する事業

友好団体との連携強化に関する事業
‌■総務委員会部門■�​
　協会の運営及び活動の総括的管理を掌
握し、業界活性化のための事業を行う。
協会活動の基本方針の策定
財政方針の策定
組織運営方策の協議
定款及び諸規程の改正検討
会員の叙勲、表彰等の選考

機関紙発行に関する財源の確保
県立テクノアカデミーへの協力
会員の親睦事業の実施
ホームページ運用に関する事項
他の委員会に属さない事項
親睦ゴルフコンペに関する事項
インターンシップの推進
‌■経営委員会部門■�​
　会員企業の経営基盤強化を図るため、
経営安定策として懇談会、研修会等の事
業を行う。
会員の経営体質の強化を図るため、経
営改善研修会の開催

新分野への調査・研究
若年技術・技能者等の確保と育成のた
め、業界活動の啓発

‌■技術委員会部門■�​
　建築設備技術の高度化・多様化に対処す

るため、施工技術の向上、積算歩掛等の
実態調査、講習会及び懇談会を開催する。
公共工事の適正施工を図るため、技術
講習会や関係法令勉強会の開催

高度な設備技術を対象とした特別技術
講習会の開催

新システム（新規受託可能な分野）の
技術勉強会等の実施

工事検査評価と施工指導についての研
修会の実施

‌■広報委員会部門■�​
　協会の啓発、広報及び会員相互の情報
交換を図るため、機関紙「空衛ふくしま」
を発行するとともに業界をＰＲする。
機関紙を発行するための広報委員会の
開催

建築設備業界の対外的啓発に関する事
業の推進



２期目を務める大内会長

３年ぶりに通常開催となった総会

安全・安心な社会づくりに貢献安全・安心な社会づくりに貢献第 ２ 期 大 内 
体制スタート

省
・
新
エ
ネ
技
術
を
駆
使

建
築
設
備
工
事
業
の
使
命
全
う

分
離
発
注
ア
ピ
ー

分
離
発
注
ア
ピ
ー
ルル
重
点
目
標
事
業

重
点
目
標
事
業


項
目
を
決
定

項
目
を
決
定

第回通常総会
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総務委員会 経営委員会

担当副会長 有賀　行秀 担当副会長 先崎　良博
委員長 古川　敏博 委員長 坂本　憲弘
副委員長 糸井　和幸 副委員長 柾屋　和久

委　員　(８名) 委　員　(５名)
古川　敏博 (光和設備工業所) 野地　幸司 (野地工業所)
倉島　央樹 (倉島設備) 芳賀　哲夫 (芳賀設備工業)
大越　健一 (大越工業所) 坂本　憲弘 (大倉工業所)
小板橋直史 (小板橋工業所) 柾屋　和久 (アクーズ会津)
遠藤　真隆 (いわきエアコン) 木幡　　安 (コハタ)
蛭田　光俊 (山崎設備)
鹿目　　寿 (会津ガス)
糸井　和幸 (糸井熱機)

技術委員会 広報委員会

担当副会長 先崎　良博 担当副会長 有賀　行秀
委員長 小黒　敬三 委員長 山田顕一郎
副委員長 今野　菊男

委　員　(８名) 委　員　(５名)
伊藤　栄一 (東日本ユニットサービス) 大浪　喜宗 (オオナミ)
今野　菊男 (第一温調工業) 山田顕一郎 (山田設備工業)
渡邊　勝彦 (石田工業所) 田口　良秋 (クレハ設備)
大塚　淳史 (大塚設備) 成瀬　　亨 (東邦工業)
藤井　政弘 (関彰エンジニアリング) 古川　久男 (恒栄総合設備)
久田　　貢 (久田設備工業)
齋藤　匤司 (興栄設備)
小黒　敬三 (小黒設備工業)

　

令
和
４
年
春
の
叙
勲
で
、

当
協
会
の
松
原
兼
一
常
任
相

談
役
（
三
共
設
備
）
が
旭
日

双
光
章
を
受
け
た
。
専
門
工

事
業
振
興
功
労
に
よ
る
受

章
。

　

松
原
氏
は
１
９
８
３
年
の

協
会
設
立
と
同
時
に
執
行
部

に
身
を
置
い
て
協
会
運
営
に

努
め
、
86
年
か
ら
理
事
、
２

０
０
６
年
か
ら
副
会
長
を
務

め
た
後
、
14
年
か
ら
第
７
代

会
長
と
し
て
３
期
６
年
、
協

会
活
動
を
け
ん
引
。
20
年
か

ら
常
任
相
談
役
に
就
い
た
。

東
日
本
大
震
災
、
東
日
本
台

風
な
ど
の
際
に
は
会
員
企
業

を
挙
げ
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

復
旧
に
尽
力
。
ま
た
機
械
設

備
工
事
の
分
離
発
注
を
推
進

す
る
た
め
の
活
動
を
国
、県
、

市
町
村
に
対
し
展
開
し
た
。

　

建
築
設
備
関
連
団
体
に
よ

る
連
携
の
重
要
性
も
認
識
し

て
お
り
、
県
電
設
業
協
会
、

県
設
備
設
計
事
務
所
協
会
と

の
連
携
事
業
に
も
努
め
、
06

年
の
県
総
合
設
備
協
会
設
立

に
貢
献
し
た
。

　

勲
章
の
伝
達
式
が
５
月
19

日
、
県
庁
で
行
わ
れ
、
曳
地

利
光
県
土
木
部
長
か
ら
勲
章

と
勲
記
が
手
渡
さ
れ
た
。
曳

地
部
長
は
「
空
調
衛
生
設
備

は
生
活
を
支
え
る
基
盤
。
災

害
発
生
時
に
は
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
復
旧
な
ど
、
県
民
生
活

の
た
め
に
奔
走
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
叙
勲
は
こ
れ
ま

で
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
」
と
、
そ
の
栄
誉
を
た
た

え
た
。

　このたび、令和4年春の叙勲において、
旭日双光章を受章する事ができました。
叙勲というこのような栄誉ある素晴らし
い章を受章する事ができました事に、私
自身心より感激しております。また、こ
れもひとえに会員皆様のご指導とご支援
の賜と深く感謝申し上げるとともに、当
社社員および家族の協力に感謝する次第
です。
　思い起こせば、東日本大震災、東日本
台風等災害発生直後は、福島県との災害
協定に基づき、業界が一致団結し、地域
の守り手としてライフラインの復旧に奔
走しました。
　また、昨今の気温の上昇から学校の教
育環境の改善を図るべく実施されたエア
コン設置についても、期間が限られた中
でしたが、会員が一致団結し対応してき
ました。
　この受章を励みに、今後も皆様方に少
しでも恩返しをする事ができるように、
建築設備業界の地位向上のため、後進の
育成と地道なＰＲ活動の継続により建築
設備の魅力を発信し、本協会が低炭素社
会のリーダー的な存在となれるよう尽力
してまいりたいと思います。
　今後とも、より一層のご指導ご鞭撻を
賜りますようお願い申し上げます。

県
庁
で
行
わ
れ
た
伝
達
式
と
（
下
写
真
・
左
か
ら
）
益
子

公
司
県
土
木
部
技
監
、
松
原
常
任
相
談
役
、
曳
地
部
長

松原氏コメント

第21期執行部体制

■新役員

顧問顧問 千葉隆 (倉島設備) 大越健一 (大越工業所)

常任相談役常任相談役 松原兼一 (三共設備) 小板橋直史 (小板橋工業所)

会長会長 大内弘之 (第一温調工業、県北支部長) 坂本憲弘 (大倉工業所)

副会長副会長 有賀行秀 (北関東空調工業、いわき支部長) 遠藤真隆 (いわきエアコン)

先崎良博 (文化設備工業) 鹿目寿 (※会津ガス、会津支部長)

専務理事専務理事 海川正美 (事務局) 柾屋和久 (アクーズ会津)

会計理事会計理事 橋良行 (高橋設備工業所) 糸井和幸 (糸井熱機、相双支部長)

理事理事 古川敏博 (光和設備工業所) 木幡安 (コハタ)

倉島央樹 (倉島設備) 監事監事 野地幸司 (野地工業所)

根本剛 (エヌエス工業、県中・県南支部長) 深井信彦 (太三機工)

　今総会で第期執行部体制を次の通り選任した（※は新任）。任期 2年。

◆県北支部�​
　5月20日、福島市のザ・セレクトン福島で開催、役員改
選で大内弘之支部長を再選した。
　21人が出席。大内支部長が「昨年度はコロナ禍や資材
価格高騰の影響により、難しい企業経営が求められた。
会員の意見を協会運営に反映させたい」とあいさつした。
　昨年度事業として、県建設業協会、県電設業協会と合
同で福島市発注の市民センター建設に対し地元事業者を
優先して活用するよう求めたことを報告した。今年度事
業計画は①建設設備工事の直接発注（分離発注）の陳情
②技術力向上と経営体質強化③友好団体との連携強化④
リニューアルへの積極的な対応⑤会員相互の連携と親睦
⑥震災復興・創生支援協力。
 ‌◆県中・県南支部�​
　第39回通常総会議案を書面決議した。役員改選で根本
剛支部長を再選した。
　2022年度事業計画は①県中・県南建設事務所との懇談会

の開催②電設業協会各支部、設備設計事務所協会県中・県
南支部との交流・意見交換会の開催③3支部（県北、会津、
浜）交流会の実施④県南支部市町村の分離発注と地元事
業者発注の要望⑤新規会員の入会促進⑥災害復旧協定に
基づく支援⑦各種講習会の開催など。
◆会津支部�​
　5月16日、会津若松市の萬花楼で開き、役員改選で新支
部長に鹿目寿氏（会津ガス）を選任した。
　週休2日制導入や長時間労働の規制、リモートによる現
場監理などに対応するための今年度事業計画を決定した。
会津若松・喜多方・南会津建設事務所や会津大学との意見
交換、積算制度の内容把握に向けた勉強会などを行う。
　鹿目新支部長は「業界の発展に向けて真剣に事業に取
り組む」と抱負を述べた。
 ‌◆いわき支部�​
　5月10日、いわき市平のいわきワシントンホテル椿山荘
で開催。役員改選で有賀行秀支部長を再任した。
　会員6人が出席。有賀支部長は「震災復興に関する事業
量が減少し、資材高騰、入荷遅れなど厳しい状況にある。

一致団結して新しい一歩を踏み出したい」とあいさつし
た。
　22年度事業計画は①各種災害からの復旧・復興事業への
積極的参加②関係機関・団体との連携強化③行政機関、議
会への陳情・請願④支部活動活性化事業（例会、技術研修
会、親睦会）⑤行政機関との技術懇談会⑥空調衛生等設
備工事の技術力向上。
 ‌◆相双支部�​
　5月12日、南相馬市の五月で開催。東日本大震災、原発
事故から10年以上が経過したが、今年3月の本県沖地震な
ど新たな災害が発生し、依然として地区は混乱しており、
現場代理人、監理技術者、施工作業員の確保も課題だと
して、会員相互の協力を密にし、地区の復興・創生と社会
貢献のために経営体質の改善、強化を目標に活動する。
　事業計画に本部事業への積極的な参加、会員拡大など
を設定し、新型コロナウイルス感染症による社会情勢の
変化に対応しつつ感染防止対策に力を入れる。役員改選
では糸井和幸支部長を再選した。

支 部 総 会


・

年
度
委
員
会
体
制


・

年
度
委
員
会
体
制

春 の 叙 勲

松
原
氏
に
旭
日
双
光
章

業
界
発
展
へ
の
功
績
に
光

　

県
総
合
設
備
協
会
は
７
月

13
日
、
今
年
度
安
全
大
会
、

技
術
研
修
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
開
い
た
。

　

構
成
団
体
の
当
協
会
と
県

電
設
業
協
会
の
会
員
１
１
９

人
が
参
加
し
た
。
当
協
会
の

先
崎
良
博
技
術
委
員
会
担
当

副
会
長
が
「
県
内
建
設
業
の

労
働
災
害
は
、
作
業
員
の
行

動
に
起
因
す
る
転
倒
の
割
合

が
高
止
ま
り
し
て
い
る
。
今

回
大
会
を
契
機
に
さ
ら
な
る

安
全
衛
生
意
識
の
定
着
を
図

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

安
全
大
会
で
は
千
葉
光
平

福
島
労
働
局
労
働
基
準
部
健

康
安
全
課
安
全
衛
生
係
長
が

「
建
設
業
に
お
け
る
労
働
安

全
衛
生
対
策
」
に
つ
い
て
講

義
。
県
内
の
死
亡
・
死
傷
災

害
推
移
が
近
年
は
建
設
業
だ

け
で
な
く
全
体
的
に
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と
を
デ
ー
タ
で

示
し
た
。

　

建
設
業
で
は
墜
落
・
転
落

が
全
体
の
う
ち
２
割
以
上
を

占
め
る
こ
と
か
ら
、は
し
ご
、

脚
立
の
適
切
な
使
用
方
法
を

示
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
墜
落

制
止
用
器
具
の
着
用
を
呼
び

掛
け
た
。
今
年
度
か
ら
施
行

さ
れ
た
改
正
石
綿
障
害
予
防

規
則
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
も
解

説
し
た
。

　

安
全
宣
言
と
し
て
、
当
協

会
・
金
間
浩
之
文
化
設
備
工

業
工
事
部
長
の
リ
ー
ド
で
２

０
２
２
年
度
全
国
安
全
週
間

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
安
全
は　

急

が
ず
焦
ら
ず
怠
ら
ず
」
を
唱

和
し
た
。

　

技
術
研
修
会
で
は
、
遠
藤

英
典
県
出
納
局
工
事
検
査
課

主
幹
兼
専
門
工
事
検
査
員
が

21
年
度
工
事
検
査
結
果
を
踏

ま
え
過
去
４
年
分
の
工
事
検

査
、
不
適
合
工
事
実
績
等
を

説
明
し
た
。

　

工
事
検
査
件
数
は
令
和
元

年
東
日
本
台
風
や
令
和
２
年

本
県
沖
地
震
の
復
旧
工
事
完

了
の
影
響
に
よ
り
増
加
。
国

土
強
靭
化
に
係
る
工
事
量
増

加
も
あ
り
今
年
度
も
増
え
る

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
不
適

合
工
事
件
数
は
21
年
度
１
件

で
、
18
年
度
か
ら
３
年
連
続

の
減
少
。
建
築
設
備
工
事
で

は
16
年
度
か
ら
出
て
い
な

い
。

　

紺
野
厚
県
土
木
部
技
術
管

理
課
主
任
電
気
技
師
が
「
建

築
関
係
工
事
に
お
け
る
働
き

方
改
革
の
取
り
組
み
―

建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）・
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
今

後
の
活
用
」に
つ
い
て
講
話
。

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
活
用
工
事
は
、
義

務
化
工
事
と
し
て
当
初
設
計

額
１
億
円
以
上
の
工
事
か
ら

発
注
者
が
指
定
。
今
年
度
は

県
土
木
部
全
体
で
13
件
を
予

定
し
て
い
る
。

　

建
築
事
業
で
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活

用
に
関
し
て
は
、
３
次
元
モ

デ
ル
に
よ
り
視
覚
的
に
理
解

し
や
す
い
こ
と
か
ら
合
意
形

成
、
干
渉
確
認
が
容
易
に
な

る
と
説
明
。
ま
た
最
新
デ
ー

タ
を
保
持
す
れ
ば
改
修
の
際

に
隠
ぺ
い
部
も
明
確
に
把
握

で
き
る
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
を
挙
げ
た
。
工
事
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
の
概
要
も
示
し

た
。

紺野主任電気技師 千葉安全衛生係長遠藤主幹兼専門工事検査員

ＣＣＵＳ・ＢＩＭ

県
総
合
設
備
協
会 

安
全
大
会
、技
術
研
修
会
開
催

今
後
の
展
開
方
向
学
ぶ

今
後
の
展
開
方
向
学
ぶ
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４
月
か
ら
会
津
大
学
に

着
任
し
ま
し
た
渡
邉
と
申

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

会
津
大
学
に
来
る
前

は
、
営
繕
課
で
営
繕
設
備

業
務
を
１
年
、
施
設
管
理

課
で
庁
舎
整
備
・
維
持
業

務
を
２
年
担
当
し
て
お

り
、
何
か
と
「
設
備
に
関

す
る
業
務
」に
こ
こ
数
年
、

携
わ
る
こ
と
が
多
く
、
協

会
の
皆
様
に
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

会
津
大
学
は
、
１
９
９

３
年
の
開
学
か
ら
間
も
な

く
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

私
も
92
年
に
県
職
員
に
採

用
さ
れ
て
か
ら
「
満
30

年
」、
共
に
時
を
刻
ん
だ

と
思
う
と
、
何
だ
か
と
て

も
親
し
み
を
感
じ
ま
す
。

会
津
大
学
も
あ
ち
ら
こ
ち

ら
と
老
朽
化
し
て
不
具
合

が
出
て
く
る
の
は
当
た
り

前
で
す
ね
。（
私
も
同
様

で
す
が
…
）

　

会
津
と
言
え
ば
、
今
年

は
大
雪
で
厳
し
い
冬
で
し

た
ね
。
私
も
雪
国
育
ち
で

あ
り
、新
潟
県
栃
尾
市（
現

在
＝
長
岡
市
）
の
「
豪
雪

地
帯
」
で
生
ま
れ
育
ち
ま

し
た
。
当
時
は
庇
ま
で
雪

が
積
も
り
、
道
路
か
ら
家

の
玄
関
ま
で
雪
の
階
段
を

作
っ
て
出
入
り
し
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、「
栃
尾
（
と

ち
お
）」
と
い
う
町
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
「
栃
尾
」
は
新
潟
県
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
名

峰
守
門
岳
の
豊
か
な
自
然

に
抱
か
れ
た
繊
維
産
業
で

栄
え
た
町
で
、
現
在
は
平

成
の
大
合
併
で
長
岡
市
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

花
火
で
有
名
な
「
長
岡

市
」
は
皆
さ
ん
、
知
っ
て

い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、「
栃
尾
」
ま
で
足

を
運
ぶ
人
は
少
な
く
、
あ

ま
り
知
っ
て
い
る
方
は
少

な
い
の
で
は
。

　

そ
こ
で
、
生
ま
れ
故
郷

の
「
と
ち
お
」
の
こ
と
に

つ
い
て
、
ち
ょ
っ
と
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

は
じ
め
に「
①
雁
木（
が

ん
ぎ
）
と
ま
ち
づ
く
り
」、

次
に
「
②
城
山
と
景
虎
」、

最
後
に
「
③
馬
市
と
あ
ぶ

ら
げ
」の
３
つ
の
話
で
す
。

　

①
栃
尾
に
は
、
昔
か
ら

雪
国
で
暮
ら
す
た
め
の
知

恵
で
あ
る
「
雁
木
」
が
数

多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
総
延
長
は
約
４
・
３
㌔

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
日

本
で
３
番
目
（
※
日
本
一

は
新
潟
県
上
越
市
高
田
地

区
の
約
18
㌔
）
に
長
く
、

栃
尾
の
市
街
地
の
街
並
み

を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
「
雁
木
」
と
は
、
主
に

冬
季
の
歩
行
者
の
通
行
を

確
保
す
る
た
め
に
家
屋
の

軒
か
ら
庇
を
延
長
し
た
も

の
で
、
今
で
い
う
「
ア
ー

ケ
ー
ド
」
の
よ
う
な
も
の

で
す
。「
雁
木
」
は
公
道

で
は
な
く
、
私
有
地
内
に

各
商
店
等
が
自
費
で
家
屋

と
共
に
設
置
し
た
も
の
で

あ
り
、
高
さ
等
が
「
ま
ち

ま
ち
」
で
、そ
の
姿
が
「
雁

（
ガ
ン
）
が
群
れ
を
成
し

て
空
を
飛
ん
で
い
る
様

子
」
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
「
雁
木
」
と
名
付
け
ら

れ
た
と
も
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
私
有
地
で
あ
り
な

が
ら
、
道
行
く
人
た
ち
の

利
便
性
の
た
め
、
公
共
的

な
歩
道
と
し
て
自
由
に
利

用
で
き
る
生
活
道
の
仕
組

み
は
、
ま
さ
に
郷
土
の
先

人
が
創
り
上
げ
た
文
化
で

あ
り
、「
地
域
の
共
有
財

産
」
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
97
年
か
ら
栃
尾

の
表
町
地
区
住
民
と
新
潟

大
学
と
で
連
携
し
、「
雁

木
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
活
動
」を
行
っ
て
お
り
、

行
政
・
住
民
・
学
生
の
協

働
で
学
生
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
個
性
的
な
雁
木
な
ど
が

新
設
（
※
２
０
０
８
年
国

土
交
通
大
臣
「
手
づ
く
り

郷
土
賞
」、
09
年
「
日
本

建
築
学
会
教
育
賞
」
等
受

賞
）
さ
れ
、
古
い
雁
木
と

の
街
並
み
が
形
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
昔
の
懐
か
し
さ
が
残
る

雁
木
通
り
を
散
策
し
て
み

て
は
！

　

②
上
杉
謙
信
公
は
皆
さ

ん
ご
存
じ
の
こ
と
。
謙
信

（
輝
虎
）
は
、
幼
名
が
「
虎

千
代
」、元
服
し
て
「
景
虎
」

と
名
乗
り
、
栃
尾
市
街
地

の
西
側
に
あ
る
「
鶴
城
山

※
地
元
で
は
通
称
・
城
山
」

の
栃
尾
城
で
14
才
の
時
に

初
陣
（
栃
尾
城
の
戦
い
）

を
飾
っ
た
と
言
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
名
残
を
感
じ
る

「
栃
尾
城
址
」が
あ
り
ま
す
。

「
越
後
の
虎
」
と
称
さ
れ
た

謙
信
の
出
発
点
で
も
あ
り

ま
す
。「
城
山
（
標
高
２
２

７
㍍
）」
は
小
学
校
の
頃
、

遠
足
に
行
っ
た
記
憶
が
あ

り
、「
新
潟
の
山
歩
き
50
選
」

に
選
ば
れ
て
い
る
と
の
こ

と
。
今
は
や
り
の
「
低
山

登
山
」
で
す
ね
。
謙
信
（
輝

虎
）
は
、「
義
の
武
将
」
と

も
言
わ
れ
て
お
り
、
私
の

名
前
は
「
輝
義
」、
命
名
を

そ
こ
か
ら
取
っ
た
の
で
は

な
い
で
す
が
、
何
か
不
思

議
な
縁
（
え
に
し
）
を
感

じ
て
い
ま
す
。（
美
化
し
す

ぎ
か
…
）

　

ま
た
、「
景
虎
」
と
い

う
と
、
全
国
名
水
百
選
に

選
ば
れ
た
「
杜
々
の
森
湧

き
水
」
を
仕
入
水
に
利
用

し
た
地
元
の
お
酒
「
越
の

景
虎
」
が
あ
り
ま
す
。
す

っ
き
り
と
し
た
味
わ
い
の

超
辛
口
で
美
味
し
い
で
す

ね
。
飲
み
や
す
い
の
で
日

本
酒
が
好
き
で
な
い
方
も

一
度
お
試
し
あ
れ
！

　

③
栃
尾
は
昔
、
江
戸
の

中
期
頃
（
約
２
６
０
年

前
）、「
栃
尾
の
馬
市
（
越

後
の
三
大
馬
市
）」
と
し

て
大
規
模
な
馬
の
競
り
が

行
わ
れ
て
い
た
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
栃
尾
名
物
の

「
あ
ぶ
ら
げ
」（
※
栃
尾
の

方
言
で
は
「
油
揚
げ
」
の

こ
と
を
こ
の
よ
う
に
呼
び

ま
す
。）
誕
生
の
一
説
に

も
、
こ
の
馬
市
で
「
馬
の

売
買
が
成
立
し
、証
文（
契

約
書
）
代
わ
り
に
酒
を
酌

み
交
わ
し
た
際
、
手
づ
か

み
で
豪
快
に
食
べ
ら
れ
る

酒
の
肴
と
し
て
考
案
さ
れ

た
」
と
あ
り
、
栃
尾
の
名

物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
あ
ぶ
ら
げ
」
は
、

別
名
「
ジ
ャ
ン
ボ
油
揚
げ

（
栃
尾
揚
げ
）」、
長
さ
が

20
㌢
、
幅
が
８
㌢
、
厚
さ

が
３
㌢
ほ
ど
あ
り
、
低
温

と
高
温
の
二
度
揚
げ
を
し

て
い
ま
す
。
ネ
ギ
を
挟
ん

で
生
姜
醤
油
で
食
べ
る
の

が
お
勧
め
で
す
。
大
豆
本

来
の
味
が
濃
厚
で
た
ま
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
キ
ム
チ

を
載
せ
て
も
美
味
し
い
で

す
。
最
近
は
福
島
県
内
の

ス
ー
パ
ー
で
も
売
っ
て
い

ま
す
け
ど
、
是
非
、
現
地

で
揚
げ
た
て
を
食
べ
て
欲

し
い
で
す
ね
。
熱
い
の
で

火
傷
に
注
意
を
！

　

最
後
に
、
新
潟
か
ら
福

島
に
来
て
34
年
、
長
い
よ

う
な
短
い
よ
う
な
。
と
て

も
強
い
「
縁
（
え
に
し
）」

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
ス
ト

レ
ス
が
溜
ま
り
が
ち
で

す
。
私
は
週
末
に
プ
チ
イ

ベ
ン
ト
（
キ
ャ
ン
プ
や
低

山
登
山
等
）
を
設
け
、「
休

日
を
楽
し
む
」
こ
と
で
ス

ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
週
は
「
あ
ぶ

ら
げ
」
を
食
べ
に
「
栃
尾

（
と
ち
お
）」
に
帰
っ
て
み

よ
う
か
な
。

縁（
え
に
し
）を
感
じ
て

公
立
大
学
法
人
会
津
大
学

事
務
局
総
務
予
算
課　

渡
邉　

輝
義

　

東
北
地
方
整
備
局
と
当
協

会
、
県
電
設
業
協
会
（
大
槻

博
太
会
長
）
は
６
月
15
日
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
方
式
で
意
見
交
換
会

＝
写
真
＝
を
開
い
た
。
東
北

地
整
に
対
し
、
コ
ロ
ナ
禍
や

不
安
定
な
世
界
情
勢
に
よ
る

資
材
価
格
の
高
騰
を
踏
ま
え

た
各
団
体
の
現
況
を
説
明
。

当
協
会
か
ら
は
、
世
界
的
な

半
導
体
不
足
等
に
よ
り
機
器

類
入
荷
の
見
通
し
が
立
っ
て

い
な
い
状
況
な
ど
を
伝
え

た
。
ま
た
民
間
工
事
に
は
公

共
工
事
に
お
け
る
ス
ラ
イ
ド

条
項
の
よ
う
な
価
格
変
動
に

対
応
す
る
仕
組
み
が
な
く
、

価
格
上
昇
分
の
転
嫁
が
難
し

い
窮
状
を
訴
え
た
。
週
休
２

日
制
の
取
り
組
み
で
は
現
場

状
況
に
応
じ
た
対
応
が
優
先

さ
れ
る
た
め
、
休
み
が
取
り

に
く
い
実
態
を
説
明
し
た
。

　

当
協
会
か
ら
大
内
弘
之
会

長
兼
県
北
支
部
長
、
有
賀
行

秀
副
会
長
兼
い
わ
き
支
部

長
、
根
本
剛
県
中
・
県
南
支

部
長
、鹿
目
寿
会
津
支
部
長
、

糸
井
和
幸
相
双
支
部
長
と
電

設
業
協
会
の
大
槻
会
長
、
永

井
博
、
小
宅
武
両
副
会
長
ら

が
出
席
。
東
北
地
整
営
繕
部

の
片
山
達
也
設
備
技
術
対
策

官
、
早
川
忍
保
全
指
導
・
監

督
室
長
、
福
島
伸
和
整
備
課

長
補
佐
な
ど
と
意
見
を
交
わ

し
た
。
大
内
会
長
は
「
時
間

外
労
働
の
罰
則
付
き
上
限
規

制
適
応
や
脱
炭
素
社
会
に
対

す
る
適
応
な
ど
の
新
た
な
課

題
に
対
し
、
発
注
者
と
連
携

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

東
北
地
整
が
情
報
共
有
と

し
て
営
繕
工
事
で
「
設
計
・

施
工
Ｂ
Ｉ
Ｍ
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建

築
土
工
」
の
試
行
を
予
定
し

て
い
る
と
説
明
。
こ
の
ほ
か

民
間
工
事
実
績
や
地
域
精
通

度
・
貢
献
度
で
評
価
す
る
総

合
評
価
方
式
の
「
営
繕
チ
ャ

レ
ン
ジ
型
」
の
試
行
、
週
休

２
日
促
進
工
事
、
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
の
推
進
な
ど
の
取

り
組
み
を
示
し
た
。

　

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

の
第
38
回
通
常
総
会
に
当
た

っ
て
、
建
設
産
業
の
社
会
的

地
位
の
向
上
や
所
属
団
体
の

発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
会
員

団
体
の
役
員
等
と
し
て
、
当

協
会
か
ら
会
計
理
事
の

橋

良
行
氏（
高
橋
設
備
工
業
所
）

が
会
長
表
彰
（
団
体
会
員
の

部
）
を
受
賞
。
６
月
７
日
に

賞
状
と
記
念
品
の
伝
達
を
受

け
た
。

　


橋
氏
は
１
９
８
３
年
の

当
協
会
設
立
時
か
ら
会
員
と

し
て
所
属
し
、総
務
委
員
長
、

監
事
、
会
計
理
事
を
歴
任
す

る
な
ど
協
会
運
営
と
、
事
業

発
展
に
貢
献
し
た
。

‌

会
長
表
彰
の
賞
状
を
手
に
す

る

橋
氏�​

　

当
協
会
が
加
盟
す
る
日
本

空
調
衛
生
工
事
業
協
会
（
日

空
衛
、
長
谷
川
勉
会
長
）
は

５
月
24
日
、
東
京
・
帝
国
ホ

テ
ル
東
京
で
第
74
回
定
時
総

会‌

＝
写
真
＝�​

を
開
き
、
今
年

度
事
業
計
画
を
決
め
た
。
適

正
利
潤
の
確
保
や
賃
上
げ
に

つ
な
が
る
好
循
環
を
維
持
す

る
た
め
に
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）

の
普
及
拡
大
、
働
き
方
改
革

に
取
り
組
む
。
事
業
を
進
め

る
上
で
の
指
針
と
な
る
「
仮

称
・
日
空
衛
２
０
２
５
」
の

策
定
に
向
け
検
討
も
行
う
。

第
40
期
の
役
員
改
選
を
行

い
、
新
会
長
に
藤
澤
一
郎
ダ

イ
ダ
ン
社
長
を
選
任
し
た
。

　

２
０
２
２
年
度
は
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
た
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
空
調
衛

生
工
事
業
が
安
全
で
快
適
な

生
活
環
境
の
提
供
と
地
球
環

境
保
全
に
果
た
す
役
割
、
独

自
性
、
重
要
性
を
官
民
発
注

者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
会
員

企
業
、
会
員
団
体
の
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
徹
底
に
努
め
、

長
時
間
労
働
の
是
正
、
週
休

２
日
確
保
等
を
推
進
す
る
。

　

当
協

会
が
加

盟
す
る

東
北
空

調
衛
生

工
事
業
協
会（
小
林
智
会
長
）

は
５
月
18
日
、
仙
台
市
の
パ

レ
ス
へ
い
あ
ん
で
第
19
回
定

時
社
員
総
会
を
開
い
た
。
役

員
改
選
で
新
会
長
に
佐
藤
光

好
大
成
温
調
理
事
東
北
支
店

長‌

＝
写
真
＝�​

を
選
任
し
た
。

担
い
手
確
保
を
緊
急
の
課
題

に
据
え
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）

等
を
有
効
活
用
し
、
新
４
Ｋ

（
給
与
が
高
い
、
休
暇
が
取

れ
る
、
希
望
が
持
て
る
、
か

っ
こ
い
い
）
の
定
着
に
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

今
年
度
の
事
業
計
画
に
①

工
場
見
学
会
の
開
催
②
若
手

社
員
の
体
験
発
表
会
の
開
催

③
東
北
職
業
能
力
開
発
大
学

校
の
授
業（
設
備
施
工
管
理
）

の
外
部
講
師
対
応
―

な
ど
担

い
手
確
保
に
向
け
た
活
動
実

施
を
決
め
た
。

　日本空調衛生工事業協
会（日空衛、藤澤一郎会
長）は、2022年度建設キャ
リアアップシステム（Ｃ
ＣＵＳ）登録目標を決め
た。①技能者登録＝会員
企業1次協力会社の技能
者80％以上②事業者登録
＝会員企業100％、会員
企業1次協力会社80％③
就業履歴登録数＝請負金
額1億円以上、工期半年
以上、管理者常駐の元請
現場50％以上でカード
リーダー設置（前年度実
績50％以上の企業はさら
に上積み）－を据えた。

　日空衛が加盟するＣＣ
ＵＳ協議会では、今年度
目標に技能者登録30万
人、事業者登録（一人親
方除く）3万社、就業履
歴登録数3800万件を設
定。これを受け、昨年か
ら今年2月にかけて行っ
ていた加入状況等調査の
結果を基に目標を決定し
た。
　21年度実績は、技能者
登録63％。事業者登録が
会員企業92％、会員企業
の1次協力会社58％。就
業履歴登録29％だった。

日空衛ＣＣＵＳ登録目標

東北地整と 
意 見 交 換

資
材
高
騰
、
状
況
深
刻

「
価
格
転
嫁
困
難
」　

現
状
に
理
解
を

建
産
連
会
長
表
彰


橋
氏
が
受
賞

協
会
事
業
発
展
に
貢
献

日 空 衛

適
正
利
潤
確
保
へ
取
り
組
み

定
時
総
会 

新
会
長
に
藤
澤
氏
選
任

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
活
用

し
新
４
Ｋ
定
着

東
北
空
衛
協
総
会 

新
会
長
に
佐
藤
氏
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地
元
に
同
い
年
の
親
友
が

お
り
ま
す
。
何
年
か
前
ま
で

は
連
れ
立
っ
て
夜
の
街
に
出

向
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
こ
３
年
ぐ
ら
い
は

３
ヵ
月
に
１
度
く
ら
い
の

ペ
ー
ス
で
時
間
を
合
わ
せ
彼

が
リ
サ
ー
チ
し
た
ラ
ー
メ
ン

屋
さ
ん
若
し
く
は
蕎
麦
屋
さ

ん
で
ラ
ン
チ
す
る
の
が
定
例

で
す
。

　

親
友
な
の
で
気
を
遣
う
こ

と
は
無
い
も
の
の
、
当
然
反

り
が
合
う
点
も
合
わ
な
い
点

も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
最
近

に
な
っ
て
彼
が
と
る
よ
う
に

な
っ
た
行
動
に
感
心
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
食
事
が
終
わ
り
会
計
と

な
っ
た
時
、
彼
が
さ
り
げ
な

く
店
員
さ
ん
に
一
言
声
を
か

け
る
こ
と
で
す
。
邪
魔
に
な

ら
な
い
間
合
い
で
感
想
や
そ

の
店
に
来
た
き
っ
か
け
な
ん

か
を
話
す
の
で
す
が
、
一
瞬

で
生
ま
れ
て
く
る
笑
顔
（
マ

ス
ク
を
し
て
い
て
も
わ
か
り

ま
す
）
で
の
や
り
と
り
は
傍

で
見
て
い
る
私
も
ほ
っ
こ
り

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

程
よ
い
塩
梅
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
特
に

こ
ち
ら
が
嬉
し
い
、
美
味
し

い
、
有
難
い
、
と
か
感
じ
た

と
き
は
彼
を
見
習
っ
て
今
ま

で
以
上
に
一
言
声
に
出
そ
う

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
折
、
７
～
８
年
前

よ
く
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
副

住
職
さ
ん
が
地
元
紙
に
坐
禅

に
つ
い
て
の
一
文
を
寄
せ
て

い
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。

坐
禅
の
指
南
書
な
ど
に
は
坐

り
方
、
呼
吸
法
、
心
の
持
ち

よ
う
ま
で
細
か
く
解
説
さ
れ

た
り
し
て
い
る
が
、
難
し
く

考
え
ず
「
自
分
の
体
に
、
自

分
の
心
を
戻
し
て
あ
げ
る
時

間
」（
原
文
の
ま
ま
）
と
捉

え
肩
の
力
を
抜
い
て
ま
ず
は

親
し
ん
で
み
て
は
ど
う
か
。

と
、
問
う
文
章
は
実
に
流
暢

で
、
坐
禅
会
の
描
写
な
ど
は

そ
の
場
の
雰
囲
気
、
静
謐
さ

が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
し

た
。
さ
ら
に
前
述
の
「
自
分

の
体
に
、自
分
の
心
を
戻
す
」

こ
と
に
つ
い
て
の
記
述
も
読

ん
で
い
る
だ
け
で
心
が
ほ
っ

と
す
る
よ
う
な
、
軽
く
な
っ

た
よ
う
な
気
持
ち
さ
せ
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
感
動
す
ら

覚
え
て
し
ま
っ
た
私
は
、
も

う
何
年
も
会
っ
て
い
な
い
と

は
言
う
も
の
の
、
名
文
に
出

会
え
た
感
謝
を
伝
え
る
べ
く

葉
書
に
一
筆
し
た
た
め
ま
し

た
。
近
年
、
子
ど
も
の
自
己

有
用
感
を
高
め
る
こ
と
に
関

心
が
注
が
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
大
人
で
も
同
じ
事
だ

と
考
え
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で

あ
り
ま
す
。

空
衛
協
の
う
ご
き

空
衛
協
の
う
ご
き

広報委員長

山田 顕一郎

福島県ダクト工事業協同組合
理事長　遠藤　和伸

〒960-2262
福島市在庭坂字栃清水32-1
　　　 TEL024（591）4611

組合員
㈲ 移 川 鋼 板 工 業 所
㈱ H G I  
㈱ 協 栄 工 業
㈲ 共 立 空 調 工 業
共 和 工 業 ㈱
㈱ 協 和 サ ー モ テ ッ ク
㈲佐戸川ダクト鈑金工業所
㈲　伸　　　　　　和
㈲タンノコーポレーション
㈱ 渡 辺 ダ ク ト 工 業

‌【
４
月
】�​

▽
６
日　

新
年
度
挨
拶
回
り

（
大
内
会
長
、
海
川
専
務
）

県
庁

▽
13
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
令
和
３
年
度
第
９

回
理
事
会
（
大
内
会
長
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
13
日　

伊
藤
税
理
士
に
よ

る
決
算
監
査
指
導
（
海
川
専

務
、
根
本
事
務
員
）
協
会
事

務
所

▽
19
日　

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
（
会
員
、
賛
助
会
員
）
会

津
磐
梯
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

▽
22
日　

２
０
２
１
年
度
決

算
監
査
会
（
監
事
、
会
長
、

会
計
理
事
、
事
務
局
）
協
会

事
務
所

▽
22
日　

２
０
２
２
年
度
第

１
回
役
員
会
・
理
事
会
（
大

内
会
長
、
他
役
員
）
協
会
会

議
室

‌【
５
月
】�​

▽
13
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
循
環
社
会

推
進
セ
ン
タ
ー
２
０
２
２
年

度
第
１
回
役
員
会
（
大
内
会

長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
13
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
37
回
理
事
会
（
大

内
会
長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
19
日　

松
原
兼
一
常
任
相

談
役
叙
勲
伝
達
式
（
松
原
常

任
相
談
役
）
県
庁

▽
24
日　

２
０
２
２
年
度
正

副
会
長
・
支
部
長
・
議
長
会

議
（
正
副
会
長
、支
部
長
、議

長
）
ザ
・
セ
レ
ク
ト
ン
福
島

▽
24
日　

当
協
会
第
39
回
通

常
総
会
（
会
員
）
ザ
・
セ
レ

ク
ト
ン
福
島

▽
24
日　

２
０
２
２
年
度
第

２
回
役
員
会
・
理
事
会
（
新

理
事
）
ザ
・
セ
レ
ク
ト
ン
福

島

　

会
津
若
松
市
の
２
０
２
２

年
度
優
良
建
設
工
事
を
当
協

会
会
員
の
会
津
ガ
ス
が
施
工

し
た
河
東
町
八
田（
２
工
区
）

配
水
管
布
設
替
（
河
東
町
、

稲
村
勇
樹
現
場
代
理
人
）
が

受
賞
し
た
。
２
年
連
続
。

　

昨
年
度
竣
工
し
た
請
負
金

額
５
０
０
万
円
以
上
の
工
事

１
５
７
件
の
う
ち
、
工
事
成

績
評
定
80
点
以
上
な
ど
の
基

準
に
よ
り
16
件
に
絞
り
込
ま

れ
、
７
部
門
７
工
事
が
優
良

建
設
工
事
と
し
て
選
定
さ
れ

た
。

　

７
月
５
日
に
市
内
の
會
津

稽
古
堂
で
行
わ
れ
た
表
彰
式

‌

＝
写
真
＝�​

で
、
室
井
照
平
市

長
が
「
受
賞
各
社
は
、
環
境

配
慮
な
ど
多
く
の
視
点
を

持
っ
て
施
工
さ
れ
た
。
市
民

生
活
に
不
可
欠
な
社
会
資
本

整
備
に
感
謝
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
受
賞
者
に
表
彰

状
と
記
念
の
盾
を
贈
っ
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
相
馬
祥

平
会
津
ガ
ス
社
長
が
「
災
害

に
対
し
強
靭
な
地
域
で
あ
り

続
け
ら
れ
る
よ
う
技
術
の
研

さ
ん
に
努
め
る
」と
述
べ
た
。

▽
31
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
循
環
型
社

会
推
進
セ
ン
タ
ー
第
20
回
通

常
総
会
（
大
内
会
長
）
県
建

設
セ
ン
タ
ー

▽
31
日　

県
建
築
安
全
機
構

令
和
４
年
度
第
１
回
理
事
会

（
海
川
専
務
）
杉
妻
会
館

▽
31
日　

２
０
２
２
年
度
第

３
回
役
員
会
・
理
事
会
（
書

面
議
決
）

‌【
６
月
】�​

▽
１
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
38
回
通
常
総
会

（
大
内
会
長
）
県
建
設
セ
ン

タ
ー

▽
１
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
会
長
表
彰
※
賞
状
配

布
の
み
（
受
賞
者
＝

橋
良

行
氏
）

▽
１
日　

第
38
回
県
建
築
文

化
賞
に
係
る
合
同
会
議
（
海

川
専
務
）
県
庁

▽
６
日　

２
０
２
２
年
度
第

１
回
経
営
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
経
営
委
員
）
協
会
会

議
室

▽
８
日　

２
０
２
２
年
度
第

１
回
広
報
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
広
報
委
員
）
協
会
会

議
室

▽
８
日　

２
０
２
２
年
度
第

１
回
総
務
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
技
術
委
員
）
協
会
会

議
室

▽
８
日　

２
０
２
２
年
度
第

１
回
技
術
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
広
報
委
員
）
協
会
会

議
室

▽
15
日　

東
北
地
方
整
備
局

と
の
意
見
交
換
会
（
正
副
会

長
、
支
部
長
）
オ
ン
ラ
イ
ン

▽
19
日　

２
０
２
２
年
度
第

４
回
役
員
会
・
理
事
会
（
役

員
）
協
会
会
議
室

▽
16
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
令
和
４
年
度
第
１

回
理
事
会
（
大
内
会
長
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
29
日　

県
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
官
民
連
絡

協
議
会（
有
賀
副
会
長
）ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ

‌【
７
月
】�​

▽
４
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
令
和
４
年
度
第
１
回

参
与
会
（
海
川
専
務
）
県
建

設
セ
ン
タ
ー

▽
13
日　

県
総
合
設
備
協
会

安
全
大
会
・
技
術
研
修
会（
希

望
会
員
）
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

　

当
協
会
は
４
月
19
日
、
会

津
若
松
市
の
会
津
磐
梯
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
、
親
睦
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
、
23

人
（
会
員
18
人
、
賛
助
会
員

５
人
）
が
参
加
し
た
。

　

古
川
敏
博
総
務
委
員
長
が

開
会
の
挨
拶
を
し
、
競
技
方

法
を
説
明
。
競
技
は
18
ホ
ー

ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、
ダ

ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
で
行
わ

れ
、
Ｏ
Ｕ
Ｔ
と
Ｉ
Ｎ
コ
ー
ス

の
二
手
に
分
か
れ
て
ス
タ
ー

ト
し
た
。
ス
タ
ー
ト
時
点
で

は
曇
り
、
い
い
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と

が
で
き
、
参
加
者
は
日
々
錬

磨
し
た
腕
前
を
発
揮
し
な
が

ら
春
の
磐
梯
高
原
を
満
喫
し

た
。

　

グ
ロ
ス
96
、
ネ
ッ
ト
72
・

０
の
ス
コ
ア
で
大
内
弘
之
会

長
が
優
勝
し
た
。
表
彰
式
で

は
、
古
川
委
員
長
が
成
績
を

発
表
。
大
内
会
長
が
あ
い
さ

つ
し
入
賞
者
に
賞
品
を
手
渡

し
た
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り

（
①
ア
ウ
ト
②
イ
ン
③
ハ
ン

デ
④
ネ
ッ
ト
）。

　

▽
優
勝
＝
大
内
弘
之
（
第

一
温
調
工
業
）
①
49
②
47
③

24
・
０
④
72
・
０
▽
準
優
勝

＝
遠
藤
真
隆
（
い
わ
き
エ
ア

コ
ン
）
①
40
②
47
③
14
・
４

④
72
・
６
▽
３
位
＝
古
川
敏

博
（
光
和
設
備
工
業
所
）
①

48
②
49
③
22
・
８
④
74
・
２

▽
４
位
＝
木
幡
安（
コ
ハ
タ
）

①
50
②
46
③
21
・
６
④
74
・

４
▽
５
位
＝
二
階
堂
成
門

（
県
ダ
ク
ト
工
事
業
協
同
組

合
）
①
50
②
39
③
14
・
４
④

74
・
６

　
「
は
い
、
光
和
設
備
工

業
所
で
す
」
電
話
対
応
が

業
務
の
一
つ
で
あ
る
私
は

こ
の
言
葉
を
一
日
で
多
く

使
い
ま
す
。
目
は
口
ほ
ど

に
物
を
言
う
、
と
い
い
ま

す
が
、
電

話
は
相
手

の
顔
が
見

え

ま

せ

ん
。
で
す

の
で
、
電

話
で
対
応

す
る
際
は

努
め
て
声
の
ト
ー
ン
や
話

し
方
に
気
を
つ
け
ま
す
。

お
客
様
が
お
話
し
し
や
す

い
雰
囲
気
を
作
る
の
は
と

て
も
大
切
で
す
。

　

私
は
リ
モ
デ
ル
事
業
部

に
所
属
し
て
お
り
、
受
付

や
電
話
対
応
、
広
報
誌
の

作
成
や
Ｈ
Ｐ
の
管
理
、
書

類
作
成
等
の
事
務
作
業
等

を
担
当
し
て
お
り
ま
す

が
、
在
籍
し
て
い
る
事
務

所
内
で
は
部
署
を
越
え
て

の
庶
務
的
な
業
務
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

全
部
署
の
業
務
内
容
の

詳
細
を
把
握
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
大
ま
か

な
動
き
が
わ
か
ら
な
い
と

う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
の

で
、
全
体
を
見
て
行
動
す

る
よ
う
心
掛
け
て
お
り
ま

す
。
で
す
が
私
は
凡
人
で

す
の
で
、
聖
徳
太
子
の
よ

う
に
一
度
で
複
数
の
事
を

聞
き
処
理
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
（
笑
）。
一
つ

一
つ
を
コ
ツ
コ
ツ
と
処
理

し
て
業
務
を
こ
な
し
て
い

る
毎
日
で
す
。

　

当
社
は
職
種
上
男
性
が

多
い
職
場
で
す
が
、
女
性

の
管
理
職
も
お
り
、
資
格

取
得
や
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参

加
も
男
女
関
係
な
く
会
社

の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
の
で

働
き
や
す
い
環
境
だ
と
思

い
ま
す
。
仕
事
の
効
率
化

や
会
社
を
維
持
し
て
い
く

上
で
の
名
も
な
き
仕
事
の

分
担
も
、
提
案
す
る
と
皆

協
力
的
に
し
て
く
れ
ま
す

の
で
、
部
署
や
立
場
の
上

下
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
も
取
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
私
が
全
体

的
な
雑
務
を
こ
な
せ
て
い

る
の
も
、
社
長
を
は
じ
め

上
司
や
先
輩
方
が
協
力
し

て
く
だ
さ
る
か
ら
だ
と
改

め
て
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
日
々
感
謝
の
気

持
ち
で
業
務
に
あ
た
り
、

人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る

仕
事
の
一
助
に
な
れ
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。
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花花 籠籠花 籠 感
謝
の
気
持
ち
で
コ
ツ
コ
ツ
と

瓜　

生　

仁　

美
さ
ん

㈱
光
和
設
備
工
業
所

親
睦
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
開
催

会津ガスが２年連続
会津若松市

河東町八田配水管布設替で

優
良
工
事

　喜多方市にある県立テクノアカデミー会津の

電気配管設備科は、建築設備（電気設備技術、

給排水設備技術、冷凍空調技術）について2年間

の総合的な教育訓練を行っており、若手技術者

の人材育成に努めています。

　2023年度生の入学試験日程は、推薦入学試験

が10月7日（出願期間は9月20日～30日）、一般入

学試験が11月8日（出願期間10月24日～11月1日）、

一般入学試験（2次）試験は12月16日（出願期間

11月30日～12月9日）です。なお、一般入学試験

から在職者（企業派遣等）の受験が可能です。

詳細は本校までお問い合わせください。県立テ

クノアカデミー会津☎0241（27）3221。ＨＰアド

レスhttps://www.tc-aizu.ac.jp/。

テクアカ会津入学生募集
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